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概要 中学校における幾何分野の学習では、考察対象図形の性質探しや与えられた命題の証明は生徒

の手で行われてはいても、自分の手で証明問題を作る、という授業例は残念ながら多くはないl'。

本稿では、証明問題作りに挑戦する生徒を生み出すことを目的に、角の二等分線や線分の垂直二等

分線をはじめ合同に関わる命題と対称性の関わりに焦点を合わせていくつかの論証問題を提示する。

検索 語　 角の二等分線　線分の垂直二等分線　 直角三角形

１　はじめに

1998 年10 月、山形大附属中２年生に対して、証明題の作題は自宅で行う、という条件で

はあったが、当時、同校に勤務しておられた田中克氏に論証問題作りを指導して頂いた。こ

の課題に対して生徒から寄せられた解答例と解答にみる特徴は後に「資料１」として報告す

る。なお、この「宿題」を出した際、併せて、「合同に関する証明を行うとき、その論証対

象とする事項はどのような図形の移動で重ね合わせができるかに注意したか」も質問した。

この問に対しては、この設問を設定する際に予測した通り、全員が考えていないと回答した。

ただ、次のように書いている生徒もいた。

（証明のときに移動のことを）あまり注意していなかったけど､移動なども利用したりすると、

さらに楽に（証明が）できることがわかってよかった

この1998 年における実践では、［資料ｉ］で触れるように、正方形と平行四辺形の辺の長

さに関わる課題を一題ずつ取り扱ったに過ぎなかった。本稿では、合同に関わる論証問題を

扱 う折り、その考察対象とする命題がどのような合同変換で重ね合わせができる図形に関わ

っているかにまず目が向く生徒を育てることを目標に、角の二等分線や線分の垂直二等分線

に関わるいくつかの問題を提示する。さらに、現在の標準的指導では相似学習の中で扱われ

ている「三角形の中点連結定理」を点対称移動の観点から扱うことやその命題の活用例とし

て「直角三角形の斜辺の中点に関わる命題」の扱い にも触れる
Ｏ
本稿で例示する事柄を契機

に、合同に関わる数多くの命題が合同変換と関わりをもつことを知り、その観点から合同に

関する命題を証明するための方針が立てることができ、併せて生徒の手で合同に関する論証

問題が多数作成されることを期待したい。

ただ、今回例示する問題のいくつ かについてはその論証過程が通常教室で扱 うものよりも

長い。そこで、これらの問題に生徒が取り組めるように証明する事項を小間に分割するなど

の工夫を行った。ところで、二等辺三角形の作図法を検討する、とい う観点からではあるが。
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黒木伸明氏も様々な機会に二等辺三角形の取り扱いに関して提案されておられる2）。今回、

その提案にも学んで作題した。なお、対称軸や対称の中心は不勁直線や不動点としての意味

ももつが､ 本稿では作図法の工夫を扱わないこともあって、これらには触れないことにした。

、また、「注意２」の後段で背理法も扱った。これは、背理法を指導する機会があったら試み

ていただきたい、という程度のものであって、今回行う搬案の中心的課題ではない3）。

２　提案したい事柄

以下、対称性に関わる事柄を、論証問題の作題も含めて、６点にわたって提案する。

（Ｉ） 対称性をもつ直線図形の軸の本数による分類

問１　 下に８個の図形がある。これを、様々な観点から分類した。それぞれ、どのような観

点で分類しているか指摘せよ。

分類法

･○
②　　　　　　　　　　　　　　 １　次の３つのグループに分類

{①、⑤、⑥}

{②、③、④}

{⑦、⑧}

Ｕ 次の２つのグループに分類

{①、②、⑦、⑧}

{③、④、⑤、⑥}

Ⅲ 次の２つのグループに分類

{①、②、③、④}

{⑤、⑥、⑦、⑧}

IＶ 次の２つのグループに分類

{①、③、⑤、⑦}

{②、④、⑥、⑧}

問２　点 ○で交わる２直線 ／と､･･とがある。この２直線を軸と

して順に線対称の位既に与えられた図形を移動した。このと

き、対応する点 ＡとＡ”、Ｂ と『 などの問にどのような関係　　｀

があるか説明せよ。

また、そのことによりて、問１で扱った図形②、④、⑥、　　/
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⑧を例にして、対称軸を２本もつ図形にはどのような特徴があるか整理せよ。

問３　線対称な四角形および六角形について、次の問に答えよ

(1)線対称な四角形と六角形を図示し、それらを対称軸の本数で分類せよ

(2)対称軸が偶数本の図形についてその特徴をあげ、それらを円を用いて作図する方法を

述べよ。特に、対称軸の本数が４の倍数である図形についてその特徴を、例えば正十

角形などと対比するなどして、整理せよ。

問４　対称軸を偶数本持つ五角形や七角形を考えることができるかどうか判定せよ。

(Ｕ)線分の二等分点、垂直二等分線

問1 △ＡＢＣを定める。点Ｂ を中心に半径ＣＡの円と点Ｃを

中心に半径ＢＡの円とをそれぞれ描く。その２つの円の交

点のうち、直線ＢＣに対してＡと同じ側にあるものを Ａ'、

直線ＢＣに対してＡ と反対の側にあるものをＡ･･とする。

さらに、線分Ａ̈Ａ とＢＣとの交点をＭ、線分Ａ'Ｂ とＡＣの

交点をＤ、直線ＢＡ とＣＡ･との交点をＥとする。

このとき、以下の事柄を証明せよ。

(1)Ｍ は線分ＢＣの中点である。

ゝ

ゝ

Ｘ

／

１

Ｉ

. Ａ゙゛

(2)はじめに(2-1)～(2-3)を証明し、それらをもとに(24) を証明せよ。

(2-l)△ＡＢＣ≡△Ａ'ＢＣ

(2-2)△ＢＤＣは二等辺三角形

(2-3)△ＢＤＭ ≡△ＣＤＭ

(2-4)直線ＤＭ は線分ＢＣの垂直二等分線

(3)はじめに(3-1)と(3-2)を証明し、それらを用いて(3-3)を証明せよ。なお、それらの証

明の際、上の(1)および(2)で証明した事柄を用いてもよい。

(3-1)△ＥＢＣは二等辺三角形

(3-2)△ＥＢＤ≡△ＥＣＤ

(3-3)直線ＥＤ は∠Ｅの二等分線であり、線分ＢＣの垂直二等分線である

(4)以下の事柄を証明せよ。

(4-1)△ ＡＭＡ'は二等辺三角形

(4-2)△ ＡＭＤ ≡△ Ａ'ＭＤ

(4-3)直線 ＭＤ と線分 ＡＡ･とは直交し、ＡＡ･はＭＤ によって二等分される。

(4,4)△ＡＢＣ と△Ａ･ＢＣとは直線 ＭＤ に関して線対称の位置にある。

問２　△ＡＢＣを頂点Ａ を固定してＣ'が直線ＡＢ 上に、また、Ｂ' が

直線 ＡＣ上にあるように、線対称の位置に移動してできる△ ＡＢ'CI

について次の問に答えよ。

(1)△ ＡＢ'Ｃ･を作図する方法を述べ、その方法によって△ＡＢ･Ｃ'を作図

せよ。なお、この場面では対称軸が与えられていないことに注意

したい。
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(2)辺 ＢＣと辺Ｂ'Ｃ･の交点をＤ とする。直線 ＡＤ は、２つの△ ＡＢＣ と△ ＡＢ'Ｃ'についての

対称軸であり、それ故、∠ＢＡＢの゙二等分線であることを証明せよ。

問3　 △ＡＢＣを頂点 Ａを固定して点Ｂ'が　 Ｂ　　 Ａ　　Ｂ'　　　　　　　　
ぎ

直線 ＡＣ上に、また、点Ｃ･が直線 ＡＢ 上　　　｡｡
斗 ぐ　　　　　 ご Ｆ

にあるように 線対称の位置に移動し　 ｌ Ｃ

⊃

それを、さらに点 Ａ のまわりにある角度

寸

時 ｙ

分回転して△ ＡＢ”Ｃ”を作る。　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　 ／Ａy` ヽヽ ､､｡、　 、`

このとき、以下の事柄を証明せよ。　　　　　　Å　　　　　　　　　　
゛ 謐･

(1)∠ＣＡＢ”＝∠CI'ＡＢ に注意して、∠ＣＡＣ̈ の二等分線 ＡＤ は同時に∠ＢＡＢ̈ の二等分線

になっている、つまり、△ＡＢＣと△ ＡＢ･IC“ はＡＤ に関して線対称の位置にある。

(2)△ＢＡＢＩ'と△ＣＡＣ･･とは中線ＡＤを共有する二等辺三角形である。

(3)△ＢＡＣ”と△ＣＡＢ”とは合同で、直線ＡＤ に関して線対称の位置にある。

問４　与えられた線分の垂直二等分線の作図法を次のいくつかの観点で整理せよ。

(1)底辺を共有する２つの二等辺三角形をもとにする場合。

(凸型だけでなく、凹型もあることに注意する)

(2)底辺を共有する合同な２つの三角形をもとにする場合。

問５　与えられた角の二等分線の作図法を次の観点で整理せよ。

(1)角の頂点と角を構成する直線を共有する２つの二等辺三角形をもとにする場合。

(2)角の頂点と角を構成する直線を共有する合同な２つの不等辺三角形をもとにする場合。

(3)上記(1)および(2〉の方法は、結局は、

軸を共有する２つ以上の線対称図形、あるいは、線対称の位置にある図形について対

応する線分の交点を結ぶことによって求められる

ことを説明せよ。

( ｍ)

問 １

円と点対称図形

｢点対称図形では、対応する点を結ぶ線分は同一点で交わり、その点でそれぞれの線分

が二等分される。したがって、点対称図形では対応する頂点毎にそれらを結ぶ線分の

中点を中心とする同一円周上にある。｣

の他に、点対称な直線図形の特徴を平行四辺形に関わる性質を参考にして理せよ。また、

そのいくつかを取り上げ証明せよ。

問２ 平行な２直線は点対称の位置にあることを、

明せよ。

「平行線では錯角が等しい」に注意して説

問３ 平行四辺形ＡＢｃＤ で、ＡＥ＝ｃＮ になるようにＥとＮ をＡＢ

とｃＤ 上にとる。以下、線分ＥＦとＮＭ、ＦＧとＭＬ とを

rEF ＝ＮＭ　かつ　EF iJNM 、FG ＝ＭＬ　かつ　ＦＧ ＩＩ ＭＬ」

であるように定める。このことを繰り返して作る折れ線EFG･･･

ＬＭＮ に関して成り立つ性質を見つけよ。また、それらの性貿を

用い、この折れ線を作図せよ。
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(Ⅳ) 直角をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

問１　次の各命題を証明せよ

(1-1)2 本の同じ長さの線分ＡＣとＢＤ を用意し、それぞれの中点 Ｍ とＮ を一致させて、

四角形 ＡＢＣＤ をつくる。この四角形の各頂角は直角である。

(1-2) 向かい合う辺の長さが二組とも等しい四角形で、一つの角が直角であるとき、他

の三つの角もすべて直角である。

(1-3) 辺ＢＣを底辺とする二等辺三角形ＡＢＣで、ＡＢ をＢの反対側に延長し、ＡＢ ＝ ＡＤ

となる点Ｄ をその延長線上に定める。△ＢＣＤ は∠Ｃを直角とする直角三角形である。

(1-4) 線分ＢＣ を直径とする円をつくる。この円周上に点Ａ を定めると∠ＢＡＣは直角で

ある。

(1-5) 辺ＢＣを底辺とする二等辺三角形ＡＢＣで、点Ｄ とＥ とを ＡＤ ＝ＡＥであるように

辺 ＡＢ、AC 上にそれぞれ定め、さらに、辺 ＤＥ を底辺とする二等辺三角形 ＤＥＦを作

る。すると、直線 ＡＦは辺ＢＣに垂直である。　　　　　'

(1-6) 頂点Ａ を共有する合同な２つの長方形ＡＢＣＤ と

ＡＢ'Ｃ'Ｄ'を、図のように定めるとＡＣとＡＣ'とは垂直

ﾄﾞｿ]

(注記)問1-1 で取り上げた性質は、(ｋrdesによれば、

アンゴラで家を建てるとき、この方法で直角をつくる、という4'。

（Ｖ）三角形の中線定理と直角三角形の斜辺の中点

問1 「△ＡＢＣで ＡＢ の中点を Ｍ、ＡＣの中点をＮ とするとＭＮ はＢＣと平行で、

その長さはＢＣの半分である。」の証明を「△ ＡＭＮ をＮ を点対称の中心にして、点

芦

対称の位置に移動し、△ ＣＮＭ'を作る｣ ことによって行う。

以下の事柄を証明せよ。

(2-1)三点Ｍ、Ｎ、Ｍ'は一直線上にある。

(2-2)四角形 ＭＢＣＭば平行四辺形である。

(2-3)ＭＮ はＢＣに平行で、その長さはＢＣの半分である。

間２｢ ∠Ａが直角である直角三角形 ＡＢＣの斜辺ＢＣ

中点 Ｏ について ＡＯ ＝ＢＯ ＝ ＣＯである｣

を次の手順で証明せよ。

(3-1)ＡＢ の中点を Ｍ とするとき、ＭＯは辺 ＡＣに平行

(3-2)△ ＡＢＯは二等辺三角形

(3-3)ＡＯ ＝ ＢＯ ＝ ＣＯ

Ａ

問４ 直角三角形の頂点は、その斜辺を直径とする円周上にあることを説明せよ。

(VI) 証明問題をつくる

合同に関わる数多くの命題が考察対象図形やその構成要素が対称性に関わりをもったり、

回転に関連していることを確認し、さらに、以下のことも確認する。
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★線対称図形は、対称軸を共有する線対称図形を組み合わせることによって作成される。

★点対称図形は、対称の中心を共有する点対称図形の組み合わせによって作成される。

★回転図形は、回転の中心を共有する回転図形の組み合わせによって作成される。

これらの学習を行った後、合同に関わる命題の作成を行わせ、合わせてそれらの証明に取

り組ませる。

<例題ｌｙ-､。､、

二等辺 三角形 ＡＢＣと ＤＥＦ

とを図 のように、それぞれの

； 中線を一致させ 、頂点 Ａ が

j　△ ＤＥＦ の内部にあるように

定める。 また、ＡＢ とＤＥの

･(5　 交点を Ｇ、ＡＣとDF の交点

をＨとする。・

以下の事柄を証明せよ。

（1）ＤＧ＝ＤＨ

（2）ＧＨ 上ＡＤ

（３）Ｇ とＨ とは ＡＤ に関して

線対称の位置にある

（4）ＢＤ ＝ＣＤ

（5）ＢＥ＝ＣF

〈例題２〉平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺ＡＤとＢＣ上に、図のように、

ＡＥ＝CF 、ＢＧ＝ ＤＨである点Ｅ、F、Ｇ、Ｈを定める。

以下のことを証明せよ。

(1)四角形 ＥＧＦＨ は平行四辺形

(2)線分EF とＧＨの交点は線分ＡＣとＢＤの交点と一致する

資料１；生徒が作成した証明問題の特徴

①1998 年に山形大学附属中学校で行っていただいた授業で扱った命題をまず紹介しよう。

これらの命題の証明は生徒一人ひとりに行わせ、証明終了後「答合せ」に類する活動は行わ

なかった。

問１　 四角形 ＡＢＣＤ は正方形で、ＣＭ ＝ ＣＮ のとき、

△ ＡＭＮ は二等辺三角形であることを証明せよ。

間２　 四角形 八ＢＣＤは平行四辺形である。

ＢＭ ＝ ＤＮ のとき、△ ＡＮＢ Ｅ△ ＣＭＤ を証明ぜよ

Ｂ

②「宿題」で出した論証問題づくりに対し。生徒から寄せられた回答例といくつかの特徴

＊1証明につまずいた生徒は証明問題の仕組が見えていない

授業中に扱った上記した問題の証明は、表１に見るように、両問ともほぼ90 ％の生徒が

成功した。この証明を行った後、これらの問はそれぞれどのような合同変換をもとにして作

成されているのかを生徒に指摘させたが、75％の生徒が正答であった。ところで、この問で
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証明につまずいた生徒の大半が問題で用いられている変換を正しく指摘できなかった。この

ことから、証明につまづいた生徒はその問題構造を変換の観点からとらえるのが得意ではな

いことが見えてくる。

友1
Bj 1 に対し

この問に使われる変換の指摘
線対称と正解｜　無答など

証明 完成 28 名 7 名

未完 １ ３

11j 2 に対し
この問に使われる変換の指摘
点対称と正解１　無答など

証明 完成 26 名 ８名

未完 １ ４

*2 生徒が作成した問題は、線対称移動や図形の線対称性に注目したものが多かった

「論証問題の作成」を課題とする宿題では、図形の線対称移動、点対称移動をもとに作間

するよう指示したが、全貝が指示に従い論証問題を作成してきた。 まず、生徒が作題した証

明問題を２例紹介しよう。

事例１　 四角形 ＡＢＣＤは等脚台形です。

△ＢＯＣが二等辺三角形であることを証明しましょう。

事例2 △ＡＢＣは角Ａ=90‘ の直角三角形である。斜辺ＢＣ上に

ＢＡ＝ ＢＤ となる点Ｄ をとり、点Ｄ から斜辺ＢＣに対し垂

線を引き、辺 ＡＣ との交点をＥとする。

この時、AE ＝DE であることを証明しなさい。

立 亀

生徒が作成した問題で用いられている変換あるいは図形は表２に見るように、点対称ある

いは回転というた、いわゆる正の合同変換に関わるものが多かった。なお、表２は、生徒の

作った闘題で用いられている実際の変換と生徒がl=ll告した変換との適合の様子や問題の独創

性、さらに問題文は正しく文章表現できているか、という項日も入れて作成した。

表 ２

独創の度合が

術い

中間

低い

指摘した変換が適合している回答

線対称移動　｜ 点対称移動　｜ 回転十平行

適合しない回答

訃

9　 （5,4）

1　 （0,1）

2　 （2,0）

4　 （3,1）

2　 （lj ）

12　（7,5）

1 （0,1）

o （0,0〉

4 （3,1）

1 （0,1〉

3　（o､3）

】5

3

21

肝 12　（7j ） 18 （11,7） ５　 汪2 ） 4 （0.4） 39

表中の数字は回答者数で、（　）内の数字は、順に、仮定、緒論の記述がしっかりした命題、仮定

あるいは結論の記述が不十分な命題を作った生徒の数を表す。

○表２から以下の事柄が見えてくる。

▼ 生徒の作った問題で実際に用いられている迩勁と生徒が申告した変換との閥に乖離が

生じた事例は１割にとどまった。

▼ 独創度の高い問題は線対称に関わるもので、反面、回転や点対称に関わる問題では独

創の度合いが低い問題が多かった。

▼ 命題を正確に表すことができる、即ち、各図形の決定条件を正確に使える生徒は半数

程度にとどまった。これは、
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＊ 問題に添えて図を描き、条件を図に語らせたため、図形の決定条件を仮定として

書くことを省略した

ためなのか、それとも、

＊ 図形の決定に対する認識の度合いが低い

ためなのかは不明である。ここに見るように、独創の度合い が高い問題を作っていても、

命題の表現能力は高いとはいえない生徒が多いことにも注意したい。

＊3独創度の商い問題を作成した生徒は論証学習への参加意識が商い

生徒達は・1で見たように商い証明能力　　表３　諭証の授業への参加意欲と

を持っていた。しかし、諭証学習に全員　７

が積極的に取り組んでいたわけではない。

この学習に対する参加度の度合いと上記

した自作証明問題のオリジナル度との関

わりを調べ、その結米を表３として示した。

自作証明問題のオリジナル度

問題のオリジナル度

款で顕
商い 11 名 4 名

中位 ｌ ２

低い ８ 13

なお、表３で、参加の度合いが商い生徒とは、

「論証学習が楽しかった｣、｢はじめは大変だったが現在は考えに慣れた｣

といった回答を行った生徒で、反対に、参加の度合いが低い生徒とは、

｢学習には慣れたがまだ大変さを感じる｣、｢証明は難しくていや｣

と述べた生徒である。表に見るように、自作証明問題のオリジナル度が高い生徒ほどこの論

証学習への参加感の度合いが高いことが見える。

上に見たように、合同変換をもとにした論証問題作りは生徒が十分取り組むことができる

課題である。 なお、上で報告した「調査」で扱った問題の作成や結果の集約に際しては、当

時、山形大学学生であった、三戸学君に協力を仰いだ。

注記２；三角形の中線定理と直角三角形の斜辺の中点に関する命題の別証明

三角形の頂角の二等分脈による対辺の分割比に関する命題や三角形の重心に関わる中線の

内分比など平行線や線分比に関する命題は、拙編著（2（x）6）『あなどるな数学　図形編』（き

ょういくネット）で扱ったように、三角形の面積公式を前提にすれば。相以に関わる諸性質

を用いなくとも導くことができる。今回、三角形の面積公式を前提に、（ｖ）r三角形の中線

・定理と直角三角形の斜辺の中点」で扱うた証明とは異なる証明をこれらの命題に対して与え

よう。なお、三角形で底辺の長さと高さがともに等しいときそれらの面積が等しいことは【ユ

ーク!】ツド原論』第一巻の命題37 および命題38 で。合|司な平行四辺形に命題を還元して扱

われてい る１.

①平行四辺形と平行線の性質

問１　以下の事柄を証明せよ。

(1-1)平行四辺形ＡＢＣＤで、頂点 ＡとＤ とから対辺ＢＣに垂線 ＡＥ とBF をひくと、△ＡＢＥ
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と△ＤＣＦとは合同である。したがって、△ＡＢＥと△ＤＣＦとは面積が等しい。

(1-2)底辺ＢＣを共有する△ＡＢＣと△ＤＢＣとの而積が等しいとき、直線 ＡＤ とＢＣとは平

行である。

(1-3)線分ＢＣ と線分EF とは共に直線ＢＣ 上にありその長さが等しく、△ ＡＢＣと△ ＤＥＦ

との面積が等しい場合、線分 ＡＤ と直線ＢＣは平行である。

問2　 △ ＡＢＣ で、辺 ＡＢ と辺 ＡＣ の中点を Ｍ、Ｎ とすれば、ＭＮ は ＢＣ と平行であり、そ

の長さはＢＣの半分であることを、次の手順で証明せよ。

(2-I)△ ＡＢＮ ＝△ ＡＣＭ ＝} △ＡＢＣ

(2-2)△ＭＢＮ ＝△ ＭＣＮ ＝△ＡＭＮ

(2-3)ＢＣの中点をＯ とすると、△ＯＡＢ＝△ＮＡＢ

(2-4)ＭＮ はＢＣに平行で、また、ＯＮ はＡＢに平行で、四角形 ＭＢＯＮ は平行四辺形

(2-5)三角形の中点連結定理が成り立つ

問３｢ ∠ Ａ が直角である直角三角形 ＡＢＣの斜辺 ＢＣの中点 ＯについてＡＯ＝ＢＯ ＝ＣＯで

ある｣ を次の手順で証明せよ。

(3-l)Ｍ を辺 ＡＢ の中点とするとき、∠ＯＭＢ ＝∠ Ａ＝直角

(3-2)△ ＡＯＢは二等辺三角形であり、したがって、ＡＯ＝ＢＯ＝ＣＯが成り立つ。

②－<I〉背理法を用いた直角三角形の斜辺の中点に関する性質

証明；∠Ａが直角の三角形ＡＢＣでＢＣの中点を○とする。その点Ｏより、辺ＡＢに対し、

垂線ＯＨをおろし、その垂線の脚をＨとする。

△ＢＯＨをＯＨを軸にして折り返すと、∠ＢＨＯが　　　　　　Ａ

直角であることによりヽ ＯＢをＯＨに関して折り返し　　　　iﾐ 、Ｘこ､、

払。 こ こ

尹
ｻﾞﾆﾊﾐ

の位置にある点をＢ･とする。そして、△ＢＢ'Ｃを作る　　　。　　 ゛も　　　 ｙ`･､＿

と、その三角形は∠ＢＢ･Ｃが直角の直角三角形になる。

その理由は、△ＢＢ･Ｃが二つの二等辺三角形△ＢＯＢＩと△ＯＢ･Ｃで作られ、

∠ＢＢ'Ｃ－●十×＝直μl

となっていることによる。こうして、点 Ｃから直線 ＡＢに異なる２本の垂線が引けるこ

とになる。これは、Ａ とＢ'とが異なる点であるとしたためである。つまり、ＡとＢ･とは

同一点であり、直角三角形は２つの二等辺三角形に分割されることがわかり、命題が証明

された。

②－〈2〉背理法を導入するために扱う命題群

背理法の導入は、以下のように。三角形の内角和定理をもとに図ることになろう。

問１｢ 三角形では直角、あるいは鈍角が２つ以上含まれることはない｣ ことを、それらの角

が２つ以上あったらどのようなことが起きるか、に注意して証明せよ。

問2 「四角形では鈍角は最大でも３つである｣ ことを、それらの角が４つぁったらどのよう

なことが起きるか、に注意して証明せよ。
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問３　直線 ／外の点Ａ から ／に下ろした垂線は２本以上はないことを証明せよ。

問４　 直線 ／上に定めた異なる２点ＡとＢ とから ／に対する垂線を引くと、この２直線は点

を共有しないことを証明せよ。
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